
東北農業研究 (ToloLu Agric Re3.)27.23-24(1980)

水 稲 有 菫 系 統 の 施 肥 反 応 に つ い て
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は  し 力ヽ き

近年の水稲栽培は,消費・流通面から量より質を求めら

れ,いわゆる良質米の作付が急増し,同時に良質でかつ栽

培特性のすぐれた新品種の要望も高まっている。本試験は

前年の奨励品種決定試験に供試した新系統の中で品質や収

量性などから有望と認められた 3系統について,窒素の施

肥反応を明らかにし,その栽培特性を検討したものである。
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試 験 方 法

試験区の構成を表 1に示した。耕種概要は,稚苗育苗,

5月 8日手植,裁植様式3tl X 15m(222株 ), P― K基肥

は,標肥 12-9均/108,多肥 15-12り /108である。

注 ( )内の数字は窒素施肥量(り/103)

結 果 及 び 考 察

各品種・系統 (以下系統と略する),施肥法における形

態上の差異を表 2に示した。施肥法による影響は,基肥量

では標肥に対し多肥が下位節間を伸ばし,得長を増した。

また,株当穂数も増加させた。しかし,上位葉身長や穂長

には影響しなかった。追肥時期では,穂首分化期の追肥は

上位葉身,下位節間を伸長させ,特長も長めとなり,また

株当穂数も増加した。このような施肥法を与えて得られた

各系統の生育反応には,上位葉身長,梓長,株当穂数で,

有意差が認められた。東北 127号は第Ⅲ葉身長がやや長め

のほかはアキヒカリに近似した。び系102号 はトヨニシキ

`"日
長の和のい _

と比較し,第■葉身長,下位節間長比が若千大きいが,有

意な差は認められず,ほ とんど同じとみられた。東北 12`

号は澤長が,中生系統のなかで最も長いが有意差はなく,

これもトヨニシキと同様な形態とみることができた。

次に収量構成要素について。

″当り靭数については表 2及び図 1に示したように有意

な差が認められた。施肥法と″当り棚数の関係は,基肥増

と穂首分化期追肥がイ当り穂数を増し,″当り籾数を増加
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表 1 区 の構成

品 種(V)

基 肥 (Fl) 標 肥 (8),多 肥 (10)

東北 127号 ,び系 102号 ,東 Jヒ 126号

アキヒカリ,ササニシキ, トヨニシキ

追 肥 (F2)

穂首分化期

a (0)
b (2)

図 1桝 数 の 構 成
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させている。穂首分化期と減数分裂期に追肥した場合には

最も靭数が増加し,減数分裂期追肥による籾の退化防止効

果がみられた。系統間では,東北 127号はアキヒカリに比

べ, 1穂靭数がやや多いが″当り靭数は同程度となった。

中生では,び系 102号は″当り穂数, 1穂籾数ともにトヨ

ニシキに近く,″当り靭数も同水準だった。東Jヒ 126号は

3つの供試系統中最も穂数が多く,かつ 1穂靭数も多く,

″当り靱数はササニシキに近くなった。また,″当り靱数

について系統一基肥量に交互作用が認められ,基肥増によ

る穂数増加の大きい東北 127号 ,アキヒカリ,東北 126号

は多肥で″当り靭数が増加した。

登熟歩合については,施記法による差は明らかではない

が:穂首分化期の追肥が猛当り籾数増に伴って登熱歩合を

低下させた。系統では,東北 127号 はアキヒカリに比べ,

1穂籾数が多いにもかかわらず,登熟歩合は高くなった。

中生群では,イ当り靭数の多いササニシキで低いほかはほ

とんど同程度となった。特に東北126号 は″当り靭数がサ

サニシキ並にもかかわらず,登熱歩合は明らかに高くなっ

た。

精玄米千粒重については,〆当り靭数及び 1穂根数を増

加させる区で軽い傾向となり,基肥増,穂首分化期追肥で

減少し,減分期追肥では明らかに増加した。系統間でも,

靭数の多い系統ほど減少する傾向で,イ当り靭数では有意

差のない東北 127号 ,アキヒカリ,び系102号 , トヨニシ

キのなかではアキヒカリが優ることが認められた。同様に

東北 126号 は,ササニシキより明らかに重くなった。また,

この千粒重については,系統一基肥量に交互作用が認めら

れ,基肥増に伴なう靭数増加による千粒重の低下をみたの

は,東北 127号 ,アキヒカリ,東北126号 だった。

次に収量について,施肥法では,基肥増,減分期追肥が

収量を増加させた。系統では,東北 127号 はアキヒカリに

優り,中生では,東北 126号が最多収となった。さらに収

量については図2の靭数―精玄米重曲線により,各系統毎

の最適靭数水準での比較を行った。 本試験の靭数の範囲
内では東北 127号 と,アキヒカリは極く近似した傾向を示

し 靭数が多いはど多収となった。び系102号 は 34000粒
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図 2 籾数――精玄米重曲線

表 3 各品種・系統の最多収施肥法 (Nし/103)
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2
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2
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35,000

09,400

30,600

38,000

38,300

33,200

666

677

637

668

613

625

付近が収量のピークとなり,かつ最適靭数の幅が狭い。東

北 126号はトヨニシキに近似し,収量水準はササニシキよ

り高いとみられた。

以上のことから供試した 3系統の栽培上の特性は次のよ

うにまとめることができた。東北127号 は 1穂靭数が多い

にもかかわらず登熟水準が高い特性をもっているので,ア

当り籾数 4万粒を目標とした多基肥+減分期追肥の施肥法

が適する(表 3)。 び系102号 は最適靭数水準が低いこと,

多肥栽培で草姿が乱れやすいことから極喘な多肥栽培には

適さない。東北126号 は最適籾数水準,登熟能力共に高い

ので,痛当り靭数 4万粒を目標とした多肥栽培が適する。

10(Xl lXX粒 )


